
ふくしま水素社会共創プロジェクト

テクノアカデミー浜の学生が県内企業や専門エン
ジニアの協力のもと、校内で製造した低圧水素
を活用する「水素燃料電池車（FCEV）」の製
作に挑戦しています。水素社会実現のため、本
プロジェクトを広く発信し、取り組みをより多くの人
に知ってもらうため、「FCEVの名称(愛称)」と「車
体のラッピングデザイン」を募集します。

1. 募集内容
①名称（愛称）部門
概要： 本プロジェクトで製作するFCEVの名称（愛称）
コンセプト：福島県の豊かな未来や「水素エネルギー」のクリーンなイメージを連想させるもの

                   学生たちの挑戦や熱い想いが伝わるもの
   親しみやすく、呼びやすいもの（ひらがな、カタカナ、アルファベット可）

②デザイン（ラッピングデザイン）部門
概要： 車体（ミツオカK-3）のデザイン（ボンネット、左右面、車両後方のタイヤフレーム内径部分に掲出）
デザイン要件：「福島×水素」「未来感」などをテーマにしたグラフィックやカラー配置、フォーマットに沿ったカラーデザイン案

※手書きのイラスト（写真・スキャン可）、またはデジタルデータ（PNG / JPEG / PDF / AI形式）のいずれでも応募可能
2. 応募資格
福島県内外を問わず、どなたでもご応募いただけます（年齢・プロ/アマ不問）。お一人様につき、何点でもご応募可能です。

3. 募集期間
令和8年11月30日（月） 23:59まで

4. 各賞・特典
最優秀賞（名称(愛称)部門／デザイン部門 各1点）
特典①： ご提案いただいた名称・デザインを実際の車両に採用！
特典②： 表彰状および副賞（Amazonギフトカード1万円分）
特典③： 車両お披露目式・公道走行出発式へご招待。

※任意（交通費は自己負担）
優秀賞（各部門 数点） 表彰状

5. 応募方法
特設応募フォームより、必要事項を入力の上、ご応募ください。
（デザイン案はファイルをアップロード。Googleアカウント必要）

6. 選考および結果発表
選考方法： プロジェクト関係者、および福島県による厳正な審査を

経て決定します。
結果発表： 令和9年1月下旬頃、テクノアカデミー浜のWebサイト、

SNS等にて発表します。当選者には直接ご連絡します。

7. 応募に関する注意事項・権利帰属
・応募作品は、自作かつ未発表のオリジナルのものに限ります。
・採用作品に関する一切の権利(著作権法第27条および第28条に
規定する権利を含む)は、主催者(福島県等)に帰属するものとします。
・採用されたデザインは、実際の車両の形状やラッピング施工の都合上、
一部補正・修正を加える場合があります。
・ご提供いただいた個人情報は、本公募に関する連絡および発表以外
の目的には使用いたしません。

●主催：福島県商工労働部産業人材育成課、
福島県立テクノアカデミー浜
ロボット・環境エネルギーシステム学科

●お問合せ：ふくしま水素エネルギー人材育成事業 事務局（株式会社ル・プロジェ内）
MAIL:info@fukushima-hydrogen.org

燃料電池車(FCEV)の「名称(愛称)」と「デザイン」大募集!

学校で作る。地域で使う。水素の地産地消

＜車両外観＞

①名称（愛称）
部門応募フォーム

②デザイン
部門応募フォーム

＜公募デザインの掲出スペース＞

〇車両後方のタイヤフレーム内径部分〇ボンネット

〇右サイド〇左サイド
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②デザイン（ラッピングデザイン）部門 掲出スペース詳細及び注意点

公募デザインの掲出スペースは、ボン
ネット、左右面、車両後方のタイヤフ
レーム内径部分です。

＜デザインの公募スペース＞

※こちらをもとにデザインをご検討ください。

＜車両外観＞

35㎜

中心から空気入れ
位置

215㎜

85㎜

中心から
ボルト位置

＜寸法＞

直径

＜公募デザインの掲出スペース＞

〇車両後方の
タイヤフレーム内径部分

ホイール中心からボルト
位置まで固定するため、
ボルト、タイヤ空気入れ
の位置に穴が開きます。
ご了承ください。

・ボンネット 500mm x 500mm
・サイド（左右） 150mm x 150mm 

500㎜

500㎜

〇ボンネット

〇右サイド

〇左サイド
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